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－5－ 
先
 に触
れ
ま
し
た
様
に
、「
石
川
県
金
沢
病
院
」は
明
治
９
年
に
医
学
教
育
と
患
者
の
診
療
と
を
分
離
す
る
た
め「
石
川
県
金
沢
医
学
所
」と「
石
川
県
金
沢
病
院
」と
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。明
治
１２
年
６
月
に
は
、金
沢
病
院
は
新
た
に
洋
風
病
院
を
医
学
所
の
後
方
｜
殿
町
松
平
大
弐
邸
跡（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
の
地
）｜
に
建
築
・
落
成
し
ま
し
た
。
こ
の
病
院
は
当
時
の
金
沢
地
図
に
新
名
所
と
し
て
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す（
写
真
１
）。 
 　
大
田
美
農
里
院
長
は
新
築
事
業
で
、前
田
侯
、学
校
病
院
職
員
、市
内
開
業
医
師
、富
豪
等
か
ら
の
寄
付
を
得
る
た
め
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、こ
れ
を
機
に
医
学
所
は「
金
沢
医
学
校
」と
改
称
さ
れ
、田
中
信
吾
が
校
長
兼
病
院
用
掛（
院
長
）に
新
任
し
ま
し
た（
写
真
２
）。 
 　
同
年
１１
月
に
田
中
信
吾
は
石
川
県
よ
り
医
学
教
育
強
化
を
目
的
と
し
て
の
医
務
取
り
調
べ
の
た
め
に
上
京
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
２
月
に
彼
は
金
沢
に
帰
る
と
、直
ち
に
医
学
教
育
制
度
及
び
規
則
の
改
革
を
行
い
、
教
員
・
吏
員
を
新
設
し
、「
実
地
修
業
」「
医
術
速
成
」の
た
め
に
医
学
校
で
の
修
業
年
限
の
４
年
間
へ
の
短
縮
と
日
本
語
で
の
医
学
教
育
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。田
中
の
こ
の
上
京
は
ド
イ
ツ
医
学
を
学
ん
だ
医
学
士
の
金
沢
へ
の
招
聘
へ
の
前
触
れ
で
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。 
　
明
治
１３
年
８
月
に
は
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
医
学
士
外
山
林
介
と
伴
野
秀
堅
が
教
諭
と
し
て
着
任
し
て
、金
沢
で
初
め
て
の
ド
イ
ツ
医
学
の
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、彼
等
は
２
年
足
ら
ず
で
金
沢
を
去
っ
て
い
ま
す
。 
 　
明
治
１５
年
５
月
に
、政
府
は
医
学
校
通
則
を
改
革
し
て
、甲
種
医
学
校
の
制
度
を
設
け
て
、こ
の
学
校
の
卒
業
生
は
無
試
験
で
医
師
免
許
を
取
得
出
来
る
と
し
ま
し
た
。た
だ
し
、こ
の
学
校
の
認
可
の
条
件
と
し
て「
少
ナ
ク
ト
モ
三
名
ハ
東
京
大
学
医
学
士
デ
ア
ル
」こ
と
と
し
ま
し
た
。 
　
金
沢
医
学
校
に
は
１５
年
末
か
ら
１７
年
に
か
け
て
、木
村
孝
蔵（
外
科
）ら
３
名
の
東
京
大
学
医
学
士
が
新
た
に
一
等
教
諭
と
し
て
着
任
し
て
こ
の
条
件
を
満
た
し
、１７
年
３
月
に「
石
川
県
甲
種
医
学
校
」に
昇
格
し
ま
し
た
。 
 
方
、病
院
は
内
科
、外
科
、眼
科
、産
科
の
４
分
科
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
田
中
信
吾
は
校
長
の
席
を
明
け
渡
し
、新
た
に
岡
山
か
ら
中
浜
東
一
郎
が
着
任
し
ま
し
た
。分
科
制
を
行
う
こ
と
、若
い
木
村
ら
が
一
等
教
諭
と
し
て
、田
中
ら
の
上
に
位
す
る
こ
と
か
ら
、新
旧
の
職
員
と
の
間
に
は
対
立
を
生
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
 　
田
中
信
吾
翁
碑
銘
文
に
は「
十
二
年
十
月
、ま
た
金
沢
医
学
校
長
兼
金
沢
病
院
長
に
転
じ
、声
誉
益
々
隆
し
。会
当
路
の
者
と
議
し
て
合
は
ず
。乃
ち
辞
職
す
。是
に
於
て
同
志
と
謀
り
尾
山
病
院
を
建
つ
。衆
推
し
て
院
長
と
為
す
。」と
あ
り
、こ
の
間
の
経
緯
を
表
し
て
い
ま
す
。１７
年
１２
月
１１
日
に
田
中
は「
依
願
免
本
務
並
兼
官
」を
石
川
県
に
提
出
し
て
、こ
の
学
校
を
退
任
し
ま
し
た
。 
 　
明
治
１８
年
２
月
に
彼
は
医
員
藤
本
純
吉
、
伍
堂
卓
爾
、不
破
鎖
吉
ら
と
共
に
隣
接
の
博
労
町
に
北
陸
最
初
の
私
立
病
院「
尾
山
病
院
」を
開
業
し
ま
し
た（
写
真
３
）。当
初
の
６
年
間
は
本
院
の
外
来
患
者
数
は
金
沢
病
院
の
患
者
数
よ
り
、は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。 
　
時
は
流
れ
、尾
山
病
院
は
医
員
の
死
亡
や
老
齢
化
に
よ
り
、大
正
元
年
１２
月
３１
日
に
藤
本
純
吉
院
長
に
よ
り
閉
院
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、石
川
県
甲
種
医
学
校
は
明
治
２０
年
の「
第
四
高
等
中
学
校
」の
発
足
に
よ
り
、
同
校
医
学
部
と
な
り
、さ
ら
に
同
２７
年
９
月
に
は「
第
四
高
等
学
校
医
学
部
」と
な
り
ま
し
た
。 
 　
金
沢
で
の
ド
イ
ツ
医
学
の
始
ま
り
に
は
、
こ
の
よ
う
な
田
中
信
吾
の
貢
献
と
葛
藤
の
裏
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。 
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